
コーポレートガバナンス
CORPORATE GOVERNANCE Renesas Electronics Corporation

最終更新日：2019年10月1日
ルネサス エレクトロニクス株式会社

代表取締役社長兼CEO 柴田　英利

問合せ先：コーポレートコミュニケーション部 TEL:03-6773-3001

証券コード：6723

https://www.renesas.com/

当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

当社は、以下に定めるビジョンおよびミッションに基づき、全てのステークホルダーとの共存共栄を図りながら、当社の持続的な成長と中長期的な
企業価値の向上の実現を目指します。変化と競争の激しい半導体業界を永続的に勝ち抜き、全てのステークホルダーの要望に応え続け、利益の
拡大を伴う成長を継続していくため、技術の先進性を磨きつつ、緻密なマーケティング・営業活動により、優れた半導体製品と最適なソリューション
を提供して、グローバル半導体企業の地位をより確固たるものとすることを目指します。そのために、透明・公正かつ迅速・果断な意思決定を可能
とするコーポレートガバナンス体制を構築することが重要であると認識し、株主を含めたステークホルダーとの対話と協働、適正な情報開示、適切
な権限委譲と実効性の高い監督機能の確保などを通じて、その継続的な充実に取組みます。　

≪ビジョン≫

Renesas creates leading semiconductor solutions that spark innovation for a connected world, building a trusted brand we can be proud of.

＊日本語訳

ルネサスは、先進的な半導体ソリューションを創造することによってコネクテッド・ワールドを推し進め、誇りをもって、信頼されるブランドを築いてゆ
きます。

≪ミッション≫

1. Drive progress toward a safer, healthier, greener, and smarter world.

2. Deliver creative semiconductor solutions and support that meet and exceed customer expectations.

3. Strengthen our offering to customers in focus segments through strategic partnerships, alliances and acquisitions.

4. Develop a global culture that encourages open communication, collaboration, and respect for diversity.

5. Seek continuous improvement in everything we do.

＊日本語訳

1. より安全で健やかな暮らしを支える、環境に優しいスマート社会の実現に貢献します。

2. お客様の期待を超える、創造的な半導体ソリューションを提供します。

3. 戦略セグメントにおいて、戦略的パートナーシップ、アライアンス、M&A により、お客様に提供する付加価値を向上します。

4. 多様性を尊重し、オープン・コミュニケーションとコラボレーションを大切にする、グローバルな企業文化を醸成します。

5. 日々、絶え間のない改善を追求します。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

【補充原則1-2-2．株主総会招集通知の早期発送】

当社は、後述の「Ⅲ．株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況」「１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み」
に記載のとおり、株主総会の3週間前を目処に株主総会の招集通知を発送し、株主の皆さまに十分な検討時間が与えられるよう心がけております
が、2019年3月20日に開催した第17期定時株主総会の招集通知は、記載すべき内容の確定に時間を要したため、なか14日となる3月5日の発送と
なりました。TDnetや当社ウェブサイトにおける開示を2月22日に行うことにより、株主の皆さまの検討時間の確保に努めましたが、招集通知の早
期発送に向けた取組みを継続してまいります。

【原則4-9.　独立社外取締役の独立性判断基準の策定】

当社は東京証券取引所が定める独立性判断基準に準拠しておりますが、今後の事業環境や当社の株主構成等も踏まえて、独自の独立性判断
基準の策定を検討してまいります。

【補充原則4-11-3.　取締役会の実効性分析】

2018年度は取締役会の実効性評価を行っておりませんが、2017年度に行った自己評価結果の分析を行うとともに、任意の指名委員会の設置や
当該委員会における最高経営責任者の後継者計画の策定等その分析結果に基づく取締役会の実効性の向上のための施策に取組みました。
PDCAサイクルを意識して、定期的な取締役会の実効性の評価、分析、改善策の実行等に取組んでまいります。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

【原則1-4.　政策保有に関する方針、政策保有株式の議決権行使基準】

当社では、投資株式のうち保有目的が純投資目的以外の目的であるものをいわゆる政策保有株式とみなしております。当社は、政策保有株式を
含め、定期的に保有する株式の保有意義を確認し、保有意義のない株式については、適切な時期を見て売却する方針としております。なお、本報
告書提出日現在において、当社は、政策保有株式を保有しておりません。

【原則1-7.　関連当事者間取引についての適正手続の概要】

コーポレートガバナンス・ガイドライン第8条にて、開示しております。

https://www.renesas.com/jp/ja/about/ir/management/pdf/governance-guideline-ja-02.pdf

【原則2-6：企業年金のアセットオーナーとしての機能発揮】

当社は、確定給付型企業年金制度を採用しており、理事長が経理部門から運用執行理事を選任し、運用執行理事が積立金の運用を行っており
ます。また、理事会・代議員会の諮問機関として、同数の会社選定理事と加入者選定理事で構成し、構成員に当社財務部門出身者を含む資産運



用委員会を設置しております。資産運用委員会では、運用の基本方針の策定や基本アセットミックスの妥当性の検証、運用委託先の評価等を
行っており、資産運用に受益者の意見を反映させる取組みにより、企業年金の受益者と会社との間に生じ得る利益相反の適切な管理に努めてお
ります。また、企業年金基金は、資産運用に携わる担当者の専門性を高める目的で、社外研修の受講等を通じて、アセットオーナーとしての責務
を果たす上で必要な知識の拡充に努めています。

【原則3-1(ⅰ).　経営理念等や経営戦略、経営計画】

経営理念は、本報告書の「Ⅰ．.1．基本的な考え方」に記載しております。

経営戦略・経営計画は、当社ホームページに掲載しております。

https://www.renesas.com/jp/ja/about/ir/management.html

https://www.renesas.com/jp/ja/about/ir/strategy.html

【原則3-1(ⅱ).　コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針】

本報告書の「Ⅰ．1．基本的な考え方」に記載しております。

【原則3-1(ⅲ).　経営陣幹部・取締役の報酬決定の方針・手続】

取締役の報酬については、本報告書「Ⅱ．1．機関構成・組織運営等に係る事項【取締役報酬関係】報酬の額又はその算定方法の決定方針の開
示内容」をご参照ください。

【原則3-1(ⅳ).　経営陣幹部・取締役・監査役候補の指名の方針・手続】

コーポレートガバナンス・ガイドライン第15条および第17条にて、開示しております。

https://www.renesas.com/jp/ja/about/ir/management/pdf/governance-guideline-ja-02.pdf

【原則3-1(ⅴ).　経営陣幹部・取締役・監査役候補の個々の選任・指名の説明】

取締役の選任理由は、当社ホームページに掲載の「第17期定時株主総会招集ご通知」の株主総会参考書類、第1号議案「取締役7名選任の件」
に記載しております。

https://www.renesas.com/jp/ja/about/ir/event/pdf/fy2018/notice-meeting-17th-ja.pdf

監査役の選任理由は、本報告書「Ⅱ．1．【監査役関係】会社との関係（2）」に記載しております。

【補充原則4-1-1.　経営陣に対する委任範囲の概要】

コーポレートガバナンス・ガイドライン第17条および第18条にて、開示しております。

https://www.renesas.com/jp/ja/about/ir/management/pdf/governance-guideline-ja-02.pdf

なお、取締役会での決議を必要としている主な事項は、定款および法令で定めるもののほか、以下のとおりです。

・経営の基本方針に関する事項（中期経営計画、年度会社計画、子会社の基本的運営方針等）

・人事・組織に関する事項（執行役員の選任・業務分担の決定、人事・処遇制度の変更等）

・重要な財産の取得および処分に関する事項（設備投資、M&A等）

・経理・財務に関する事項（多額の経費支出等）

　

【補充原則4-11-1.　取締役会の全体構成についての考え方】

コーポレートガバナンス・ガイドライン第15条にて、開示しております。

https://www.renesas.com/jp/ja/about/ir/management/pdf/governance-guideline-ja-02.pdf

【補充原則4-11-2.　取締役・監査役の兼任状況】

取締役・監査役の兼任状況は、当社ホームページに掲載の「第17期有価証券報告書」に記載しております。なお、呉 文精氏は、2019年6月30日を

もって、当社の取締役を退任しております。

https://www.renesas.com/jp/ja/about/ir/library/security.html

【補充原則4-11-3.　取締役会の実効性分析・評価の結果概要】

2018年3月に、2017年度に開催された取締役会を対象にして、社外取締役・社外監査役を含む全取締役・監査役へのアンケート方式により行った
現状評価（前年に抽出された改善が必要な事項の改善状況の評価を含みます）と改善が必要な事項の洗い出し結果と今後の取組みに関する報
告を行いました。内容としては、取締役会の構成の妥当性、独立社外取締役の活用状況、取締役会資料の十分性、取締役会における各議案に
ついての執行側からの説明の十分性、取締役会における議事進行の妥当性（意見が出やすいような配慮がなされているか等）、取締役会の審議
時間・開催頻度の妥当性等についてです。

その結果の概要は以下のとおりです。

(1) 2017年度の取締役会は一定の役割を果たしていると考えられるものの、今後の事業戦略や技術戦略についての議論を深めることが望まれる

こと

(2) 取締役会資料や経営側からの説明の十分性、議事進行の妥当性、取締役会の審議時間・開催頻度については、これまでは現状の方法で特

に問題はないが、今後、当社の構造改革から成長ステージへの加速に向けて、開催頻度や議題の見直し等更に充実した議論に向けた検討が望
まれること

(3) 情報交換の場を広げる等独立社外取締役の更なる有効的な活用について検討すること

(4) 経営陣幹部・取締役の指名の検討にあたり、より公正性および透明性を確保するため、任意の指名委員会の設置を含め、より適切なプロセス

を確立していくよう検討すること

当社は、この結果と今後の事業環境、当社の株主構成等を踏まえ、改善策や対応策について議論を行い、これらを策定するとともに、2018年11月
に任意の指名委員会を設置し、当該委員会において最高経営責任者の後継者計画の策定を進める等その実行を進めております。引き続き現状
評価、改善点の洗い出しを進める等PDCAサイクルを意識した取締役会の実効性の向上に向けた取組みを継続してまいります。

【補充原則4-14-2.　取締役・監査役に対するトレーニングの方針】

コーポレートガバナンス・ガイドライン第21条にて、開示しております。

https://www.renesas.com/jp/ja/about/ir/management/pdf/governance-guideline-ja-02.pdf

【原則5-1.　 株主との建設的な対話を促進するための体制整備・取組みに関する方針】



コーポレートガバナンス・ガイドライン第6条および別紙にて、開示しております。

https://www.renesas.com/jp/ja/about/ir/management/pdf/governance-guideline-ja-02.pdf

（その他説明を行うべきとする原則の実施状況について）

【原則1-3.　資本政策の基本方針の策定・説明】

当社は、現時点では、売上総利益率、営業利益率をKPI(重要業績評価指標)として収益性の改善を進めていくことが、強靭な財務体質の改善につ
ながるものと考えており、2020年12月期以降を目途に、売上高総利益率50％と営業利益率20％以上の達成を最重視しております。この中期経営
計画については、事業ポートフォリオの拡充・強化そして継続的な生産構造の最適化を進めていく中で適宜検証していくことといたします。

また、当社の株主還元方針は、企業価値の最大化の観点から、新製品の研究開発、設備投資等のために内部留保を重視し、強靭な財務体質の
実現を目指しながら、利益の一部を配当することを基本としております。各期の配当の金額については、連結および個別の利益剰余金の状況、連
結の利益の状況、翌期以降の利益見通しおよびキャッシュ・フローの状況等を考慮して決定いたします。

２．資本構成

外国人株式保有比率 30%以上

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

㈱INCJ 556,842,175 32.74

㈱デンソー 121,057,525 7.11

GIC PRIVATE LIMITED-C 87,231,600 5.12

三菱電機㈱ 75,706,885 4.45

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（三井住友信託銀行再信託分・日本電気㈱退職給付信託口） 71,779,857 4.22

㈱日立製作所 61,990,548 3.64

トヨタ自動車㈱ 50,015,900 2.94

GOLDMAN SACKS INTERNATIONAL 28,181,705 1.65

BNYM RE FMSF-FRANKLIN MUTUAL GLO DISCOVERY FD 23,512,917 1.38

BBH (LUX) FOR FIDELITY FUNDS-GLOBAL TECHNOLOGY POOL 20,990,000 1.23

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明

（１）大株主の状況は2019年6月30日現在の株主名簿に基づき記載しております。

（２）割合は、自己株式（2,581株）を控除して計算し、小数点第3位以下を切り捨てております。

（３）日本トラスティ・サービス信託銀行(株)（三井住友信託銀行再信託分・日本電気(株)退職給付信託口）の所有株式数71,779,857株（所有株式の
割合4.22％）は、日本電気(株)が保有する当社株式の一部を退職給付信託に拠出したものです。当該拠出後の当社株式の議決権行使について
は、日本電気(株)が指図権を留保しています。

（４） Capital Research and Management Company から、2017 年10 月６ 日付で、Capital Guardian Trust Company、Capital International Limitedお

よびキャピタル・インターナショナル㈱を共同保有者とする大量保有報告書が提出され、2018年９月７日付変更報告書および2018年11月19日付訂
正報告書において、2018年８月31日（報告義務発生日）現在、以下のとおり各社共同で61,961,977株（発行済株式総数に対する保有株式数の割
合3.64%）の当社株式を保有している旨の報告がありましたが、当社としては、2019年6月30日時点における実質所有株式数の確認ができないた
め、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、2018年９月７日付変更報告書および2018年11月19日付訂正報告書の内容は、以下のとおりです。（保有割合は、2019年6月30日現在の発
行済株式数に基づき算出しております。）

【氏名または名称（所有株式数、発行済株式総数に対する所有株式数の割合】

Capital Research and Management Company　　（40,564,077株、2.38%）

Capital Guardian Trust Company　　　　　　　 （8,746,600株、0.51%）

Capital International Limited　　　　　　　　　（2,047,300株、0.12%）

キャピタル・インターナショナル㈱　　　　　　 （10,604,600株、0.62%）

（５） GIC Private Limited から、2019年9月11日付で、大量保有報告書の変更報告書3が提出され、2019年9月4日（報告義務発生日）現在、

85,699,400株（発行済株式総数に対する保有株式数の割合5.03%）の当社株式を保有している旨の報告がありましたが、当社としては、本報告書
提出日時点における所有株式数の確認ができないため、上記大株主の状況には反映しておりません。

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 第一部



決算期 12 月

業種 電気機器

直前事業年度末における（連結）従業員
数

1000人以上

直前事業年度における（連結）売上高 1000億円以上1兆円未満

直前事業年度末における連結子会社数 50社以上100社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

―――

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

2019年6月30日現在において、㈱INCJは、当社議決権の32.74%を所有する会社であり、また㈱産業革新投資機構は、同社の全株式を保有してお
りますが、当社では、以下のとおり両社からの独立性を確保しております。

・当社は、㈱INCJ、㈱産業革新投資機構のみならず大株主その他の取引先との関係において、事業運営面における経営判断および取引の独立
性を確保することを方針として事業を遂行しております。

・当社は、㈱INCJから1名の社外取締役を迎えておりますが、全取締役が6名であることを踏まえますと、経営判断においては十分な独立性が確
保されていると考えております。また、日常の業務執行については、執行役員または部門長等が、稟議決裁基本規則に定める職務権限に従い、
当社としての独自の立場に基づいた決定をしております。

・当社は、当社の業績およびガバナンス向上のため、当社、㈱INCJおよび㈱産業革新投資機構と利害関係のない独立役員として社外取締役3名
および社外監査役2名を選任しておりますが、これらの独立役員には、取締役会において、独立公正な立場から発言をいただいております。



Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査役設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 15 名

定款上の取締役の任期 1 年

取締役会の議長 会長（社長を兼任している場合を除く）

取締役の人数 6 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 4 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

4 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

豊田　哲朗 他の会社の出身者 ○

岩﨑　二郎 他の会社の出身者

奥宮　京子 弁護士

中川　有紀子 学者

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

豊田　哲朗 ○

㈱INCJの専務取締役 共同投資責任者

（Ｃｏ－ＣＩＯ）投資事業グループ長を務めら
れております。

㈱産業革新機構（現㈱産業革新投資機構）お
よび㈱INCJにおいて、幅広い投資事業に携わ
ることにより培われた豊富な知識、経験や高い
見識等を活かして、当社の経営全般に対する
監督およびチェック機能を発揮していただくこと
を期待していることから、社外取締役として選
任いたしました。また、㈱東京証券取引所が定
める一般株主と利益相反が生じるおそれがあ
るとされる事項に該当しないことから、独立役
員として届け出ております。



岩﨑　二郎 ○ 該当事項はありません。

長年にわたり複数の会社で役員を務められ、
事業運営の経験を有するとともに、現在も他社
で社外取締役（常勤監査等委員）などを務めら
れており、これらにより培われた豊富な知識、
経験や高い見識等を活かして、当社の経営全
般に対する監督およびチェック機能を発揮して
いただくことを期待していることから、社外取締
役として選任いたしました。また、㈱東京証券
取引所が定める一般株主と利益相反が生じる
おそれがあるとされる事項に該当しないことか
ら、独立役員として届け出ております。

奥宮　京子 ○ 該当事項はありません。

長年にわたって弁護士として活動されているほ
か、他社で社外役員を歴任されており、これら
により培われた専門的な知識、豊富な知見・経
験や高い見識等を活かすとともに、女性活躍推
進の観点からも、社外取締役または社外監査
役になること以外の方法で会社の経営に関与
したことはないものの、社外取締役としての職
務を適切に遂行することができるものと判断
し、当社の経営全般に対する監督およびチェッ
ク機能を発揮していただくことにより、当社取締
役会の機能強化が期待されるため、社外取締
役として選任いたしました。また、㈱東京証券
取引所が定める一般株主と利益相反が生じる
おそれがあるとされる事項に該当しないことか
ら、独立役員として届け出ております。

中川　有紀子 ○ 該当事項はありません。

国際的な金融機関や事業会社において人事業
務を中心に事業運営に幅広く携わっており、こ
れらにより培われた豊富な知見・経験や高い見
識等を活かすとともに、女性活躍推進の観点
からも、当社の経営全般に対する監督および
チェック機能を発揮していただくことにより、当
社取締役会の機能強化が期待されるため、社
外取締役として選任いたしました。また、㈱東
京証券取引所が定める一般株主と利益相反が
生じるおそれがあるとされる事項に該当しない
ことから、独立役員として届け出ております。

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

あり

任意の委員会の設置状況、委員構成、委員長（議長）の属性

委員会の名称 全委員（名）
常勤委員

（名）
社内取締役

（名）
社外取締役

（名）
社外有識者

（名）
その他（名）

委員長（議
長）

指名委員会に相当
する任意の委員会

指名委員会 4 0 1 3 0 0
社外取
締役

報酬委員会に相当
する任意の委員会

報酬委員会 5 0 2 3 0 0
社外取
締役

補足説明

・提出日現在における委員を記載しております。

【監査役関係】

監査役会の設置の有無 設置している

定款上の監査役の員数 6 名

監査役の人数 4 名

監査役、会計監査人、内部監査部門の連携状況



各監査役は、会計監査人に対して随時、監査についての報告を求めております。また、監査役会と会計監査人との間で定期的に会合を実施し、
会計監査計画、実施結果等についての報告を聴取するとともに、監査活動等に関する意見交換を必要に応じて随時実施し、相互連携を図ってお
ります。さらに、常勤監査役は、会計監査人の行う主要な会社資産（たな卸資産等）の実査に立会い、適正な処理が行われていることを確認して
おります。

常勤監査役は、内部監査室長と定期的に会合をもち、内部監査の結果を聴取するとともに、改善提案事項に関する意見交換を行う等して、相互
連携を図っております。

社外監査役の選任状況 選任している

社外監査役の人数 4 名

社外監査役のうち独立役員に指定され
ている人数

3 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k l m

福田　和樹 他の会社の出身者

山﨑　和義 弁護士

山本　 昇 他の会社の出身者

関根　 武 他の会社の出身者 ○

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与

c 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

d 上場会社の親会社の監査役

e 上場会社の兄弟会社の業務執行者

f 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

g 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

h 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

i 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

j 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

k 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

l 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

m その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

福田　和樹 　 ―――

当社の社外監査役を2012年6月から務め、当
社の事業内容に精通しており、また、日本電気
㈱において長年にわたる経理業務経験を有す
るとともに、その子会社において執行役員とし
て事業運営に携わった経験を有しており、それ
らの経歴を通じて培われた豊富な知識、経験
や高い見識等（財務および会計に関する相当
程度の知見を含む。）を活かして当社の経営全
般に対する監査機能を発揮していただくことを
期待していることから、社外監査役として選任
いたしました。

山﨑　和義 ○ ―――

長年にわたる弁護士としての専門的な知識、
豊富な経験、高い見識等を活かして、主に法律
的な視点から、当社の経営全般に対する監査
機能を発揮していただくことを期待していること
から、社外監査役として選任いたしました。ま
た、㈱東京証券取引所が定める一般株主と利
益相反が生じるおそれがあるとされる事項に該
当しないことから、独立役員として届け出ており
ます。



山本　 昇 ○ ―――

国際的な金融機関や事業会社において事業運
営に幅広く携わっており、それらを通じて豊富
な知識、経験や高い見識を有しており、これら
を活かして当社の経営全般に対する監査機能
を発揮していただくことを期待していることか
ら、社外監査役として選任いたしました。また、
㈱東京証券取引所が定める一般株主と利益相
反が生じるおそれがあるとされる事項に該当し
ないことから、独立役員として届け出ておりま
す。

関根　 武 ○

当社の主要株主である㈱INCJの全株式
を保有する㈱産業革新投資機構の経営
管理グループ 常務執行役員を務められ

ております。

公認会計士としての専門的な知識、高い見識
等（財務および会計に関する相当程度の知見
を含む。）を活かして、主に財務および会計の
視点から、当社の経営全般に対する監査機能
を発揮していただくことを期待していることか
ら、社外監査役として選任いたしました。また、
㈱東京証券取引所が定める一般株主と利益相
反生じるおそれがあるとされる事項に該当しな
いことから、独立役員として届け出ております。

【独立役員関係】

独立役員の人数 7 名

その他独立役員に関する事項

当社は、独立社外取締役として4名を、独立社外監査役として3名を、それぞれ東京証券取引所へ届け出ておりますが、そのうち、独立社外取締役
1名は、㈱INCJ（2019年6月30日時点においては、当社議決権の32.74％を有する主要株主）の専務取締役であるため、また、独立社外監査役１名
は、㈱INCJの全株式を保有する㈱産業革新投資機構の常務執行役員であるため、コーポレートガバナンス・コードの趣旨に照らせば、外形上、当
該取締役が十分な独立性を備えていないと捉えられる可能性があることを認識しております。

しかしながら、当該取締役においては、独自の外部的な視点から率直な意見や助言を行い、取締役会の職務執行を監督し、また、当該監査役に
おいては、独自の外部的な視点や公認会計士としての専門的な知識、高い見識等から率直な意見や助言を行い、取締役の職務執行を監査し、そ
の責務を十分に果たしております。

なお、独立社外取締役の選任基準に関する考え方については、「Ⅰ．1．基本的な考え方」【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない
理由】の【原則4-9.　独立社外取締役の独立性判断基準の策定】もご参照ください。

【インセンティブ関係】

取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

業績連動報酬制度の導入、ストックオプション制度の導入

該当項目に関する補足説明

「2.1【取締役報酬関係】報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容」をご参照ください。

ストックオプションの付与対象者 社内取締役、従業員、子会社の取締役、子会社の執行役、子会社の従業員

該当項目に関する補足説明

当社は、2016年度より、当社取締役（社外取締役を除く。）および当社取締役を兼務しない当社執行役員を対象に、また、2017年度より、当社の従
業員（執行役員を除く。）ならびに当社子会社の取締役（社外取締役を除く。）、執行役員および従業員を対象に、それぞれ、従来以上に株価上昇
と企業価値向上への貢献意欲を高めることを目的とした株式報酬型ストックオプション制度を導入しております。

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 一部のものだけ個別開示

該当項目に関する補足説明

社内取締役および社外取締役の別に各々の総額が開示された有価証券報告書および事業報告は、当社のホームページに掲載して公衆縦覧に
供しております。また、有価証券報告書においては、企業内容等の開示に関する内閣府令の規定に従って、一部取締役の報酬の個別開示を行っ
ております。

https://www.renesas.com/jp/ja/about/ir/library/security.html



報酬の額又はその算定方法の決定方針
の有無

あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

取締役および執行役員の報酬については、以下の事項を基本方針としております。

・会社業績との連動性が高く、かつ透明性・客観性が高いものであること

・株主と利益意識を共有するため、企業価値の向上と報酬が連動するものであること

・企業理念に基づく企業ビジョンの実現にあたって、適確な能力要件を満たすグローバルな経営陣の確保とリテンションに資するものであること

この基本方針に基づき、社外取締役を含む当社取締役を中心としたメンバーで構成される任意の報酬委員会に諮問し、その答申を踏まえ、当社
株主総会で承認された金額（2018年3月29日開催の第16期定時株主総会で承認された年額2,000百万円（うち社外取締役400百万円））の範囲内
において支給しております。

報酬の構成は、基本報酬と業績連動報酬とし、業績評価基準としては、当社の財務状況および企業価値の状況等の指標を踏まえて設定しており
ます。具体的には、取締役の報酬については、月額報酬（同業他社の役員報酬の水準および当社取締役としての責務に相応する適正な水準を
考慮のうえ職位に応じて設定）、賞与（当社グループの前年度の最終利益率をベースに役職毎に設定した基準額等を基に、報酬委員会による答
申内容を踏まえて決定）、および株式報酬型ストックオプション（当社グループのTSR (Total Shareholders Return)をベースに役職毎に設定した基

準額を踏まえて、取締役会が決定）により構成されています。ただし、社外取締役に対しては、その役割・位置づけを考慮し、賞与及び株式報酬型
ストックオプションを支給しておりません。

【社外取締役（社外監査役）のサポート体制】

（1）サポート体制

社外取締役をサポートする専任スタッフは配置しておりませんが、取締役会および経営会議の主な審議案件について、案件担当の部署と取締役
会の事務局である法務統括部スタッフが連携して必要に応じて事前に説明を行う等、適時、サポートを行っております。

社外監査役のサポート体制としては、監査役室に専任スタッフ４名を配置してその職務遂行を補助しております。また、監査役会の運営において
は、常勤監査役から当社の経営動向の説明、監査活動報告等を、非常勤監査役から他社事例の紹介等を行い、監査活動に関する情報共有を
図っております。

（2）情報伝達体制

社外取締役および社外監査役に対しては、当社の経営および事業活動に関する情報の重要度に応じ、関係部門から適宜、情報提供行っている
ほか、必要に応じて、社外取締役または社外監査役が、当社の社内Webサイトにアクセスできる環境を整備する等、タイムリーに情報共有できる
仕組みを構築しております。

また、取締役会および監査役会の開催にあたっては、法務統括部スタッフが取締役会審議に関係する通知、資料等を、監査役室スタッフが監査
役会審議に関係する通知、資料等をそれぞれ提供する等、各会議の事前準備のため、適時に十分な情報提供を行うことに努めるとともに、社外
取締役からの質問、指摘等に対しては法務統括部スタッフが、社外監査役からの質問、指摘等に対しては監査役室スタッフがそれぞれ社内関係
部門への調査等を行い、迅速に回答しております。

【代表取締役社長等を退任した者の状況】

元代表取締役社長等である相談役・顧問等の氏名等

氏名 役職・地位 業務内容
勤務形態・条件

(常勤・非常勤、報酬有無等)
社長等退任日 任期

――― ――― ――― ――― ――― ―――

元代表取締役社長等である相談役・顧問等の合計人数 0 名

その他の事項

・相談役制度および顧問制度はありません。

・本報告書提出日現在において、元代表取締役社長等が相談役・顧問またはこれらに類似する当社の役職・地位に就き、または当社の経営に関
与している事実はございません。

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

1）現状の体制の概要

当社は、積極的に外部の視点を取り入れ、多角的に経営課題に対処するため、多様な経験や専門知識を有する社外役員を選任しており、6名の
取締役のうち、4名を社外取締役とするとともに、4名の監査役全員を社外監査役としております。また、当社の業績およびガバナンス向上のため
に、的確かつ客観的な助言をいただける優れた人材を求め、独立役員として社外取締役4名および社外監査役3名（うち、当社、主要株主またはそ
の親会社と利害関係のない独立役員として社外取締役3名および社外監査役2名）を選任しております。

（2）業務執行

当社は、職務執行を行う取締役として適任者を選任するため、取締役会が候補者の経歴、経験等を総合的に考慮して株主総会に提出する取締
役選任議案を慎重に審議し決定しております。なお、当社は、取締役候補者の決定に対する客観性と透明性を高めるため、指名委員会を設置し
ております。指名委員会は、独立社外取締役を中心とした委員４名で構成され、独立社外取締役が委員長を務めております。取締役候補者の選
定にあたっては、指名委員会への諮問を行い、その答申内容を踏まえて、取締役会において取締役候補者を決定しております。



取締役会は、4名の社外取締役を含む6名で構成されており、原則として3ヶ月に1回定時に開催するほか、必要に応じて臨時に開催し、経営上の
重要な意思決定を機動的かつ迅速に行うとともに、取締役の職務執行の監督を行っております。当社において社外取締役は、他の取締役の職務
執行が妥当なものか否かを監督およびチェックすること、および自己の経歴から培われた知識、経験、見識等を活かして外部の視点から経営上
の意思決定に参加することをその機能および役割としております。

取締役会付議案件については、事前審議が不要なものを除き、原則として、常勤取締役、執行役員常務および執行役員等で構成される経営会議
で事前審議を行うことにより、審議の充実を図っております。さらに、当社では、社長兼ＣＥＯ、内部統制担当役員および管理部門担当役員等で構
成される「内部統制推進委員会」を原則として2ヶ月に1回開催し、当社グループにおける、内部統制関連業務に係るＰＤＣＡサイクルの監督や内部
統制システムに係わるコンプライアンス違反行為等が発生した場合の原因究明、再発防止策等の審議、検討を行っております。

また、当社は、事業執行責任の明確化および職務執行に関する意思決定の迅速化を図るため、執行役員制度を導入するとともに、取締役会で定
める執行役員の業務担当事項および「稟議決裁基本規則」により適切な権限委譲を行っております。

（3）監査役および監査役会　

監査役は、取締役の職務執行状況につき監査を実施しております。また、監査役会は、4名の社外監査役で構成されており、原則として3ヶ月に1
回開催するほか、必要に応じて臨時に開催しており、監査方針等を決定するとともに、各監査役から監査状況等の報告を受けております。なお、
社外監査役4名のうち2名は、弁護士および公認会計士であり、かつ独立社外監査役であります。また、監査役のうち2名は財務および会計に関す
る相当程度の知見を有しております。

各監査役は、監査役会の定めた監査方針等に従い、取締役会その他の重要な会議への出席、取締役、執行役員および従業員からの事業報告
および職務執行状況の聴取、重要な決裁書類等の閲覧、業務および財産の状況（コンプライアンス体制、内部統制システムを含む。）の調査、子
会社の調査等により、取締役の職務執行を監査しております。また、定期的に内部監査部門や会計監査人から監査についての報告を受けるとと
もに、随時、情報交換を行う等、相互連携を図っております。なお、監査役会には、現在女性は含まれておりません。

（4）内部監査部門

内部監査については、専任のメンバーで構成される内部監査室が、事業執行部門、スタッフ部門、連結子会社等、当社の経営組織の業務執行に
つき、コンプライアンス、リスク管理および内部統制の観点から、業務執行部門とは独立した第三者的立場から検証・評価し、問題があれば具体
的な是正・改善施策を提言しております。また、定期的に情報交換を行う等、監査役および会計監査人と相互連携を図っております。

（5）会計監査

2018年度の会計監査については、EY新日本有限責任監査法人を会計監査人として選任しております。2018年度において当社の会計監査を行っ
た指定有限責任社員および業務執行社員である公認会計士は、剣持宣昭および松本暁之の2氏であります。また、監査業務に係る補助者は、公
認会計士および公認会計士試験合格者等であります。

2018年度に関して当社および連結子会社がEY新日本有限責任監査法人に対して支払うべき金銭その他の財産上の利益は総額258百万円であ
り、そのうち、当社が支払うべき公認会計士法第2条第1項に規定する業務に対する報酬は128百万円であります。

なお、当社の会計監査人であったEY新日本有限責任監査法人は、2019年3月20日開催の当社第17期定時株主総会終結の時をもって任期満了に
より退任となりました。これに伴い、第18期（2019年度）の会計監査から新たにPwCあらた有限責任監査法人が会計監査人として選任されておりま
す。

（6）責任限定契約

　当社は、社外取締役である豊田哲朗、岩﨑二郎、奥宮京子および中川有紀子ならびに社外監査役である山﨑和義、山本昇および関根武の7氏
との間で、当社定款に基づき、会社法第423条第1項の損害賠償責任について、当社定款に定める最低責任限度額とする旨の責任限定契約を締
結しております。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

当社は、監査役会設置会社であり、監査役により取締役の職務執行を監査するコーポレート・ガバナンス体制を構築しております。「Ⅱ．2．業務執
行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）」に記載の現状から、本体制は機能している
と考えておりますが、「Ⅰ．1．コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由」に記載の事項の検討を進め、さらなるガバナンスの充実
に努めてまいります。



Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送

株主総会日の3週間前を目処としています。

2017年　発送：3月9日（電子的な早期開示：2月28日）

2018年　発送：3月8日（電子的な早期開示：2月27日）

2019年　発送：3月5日（電子的な早期開示：2月22日）

2019年の定時株主総会（第17期）については、2019年3月5日の発送となりましたが、2019
年2月22日にTDnetおよび自社のウェブサイトにより電子的に公表することにより、株主に
十分な検討期間が与えられるよう努めました。

集中日を回避した株主総会の設定
2019年の定時株主総会（第17期）は3月20日に開催しました。株主総会の開催日につきま
しては、他社の株主総会が集中する日を極力避け、多くの株主にとって出席しやすいと思
われる日を設定するように留意してまいります。

電磁的方法による議決権の行使
パソコンや携帯電話等から議決権が行使できるインターネットによる議決権行使サイトを
開設しております。

議決権電子行使プラットフォームへの参
加その他機関投資家の議決権行使環境
向上に向けた取組み

株式会社ＩＣＪが運営する議決権電子行使プラットフォームに参加しております。

招集通知（要約）の英文での提供 株主総会の招集通知（要約）およびその添付書類等（英文）を作成しております。

その他
株主総会の招集通知およびその添付書類等（和文・英文）を、株主総会開催日の１ヵ月程
度前から当社ホームページ、東京証券取引所および株式会社ＩＣＪが運営する議決権電
子行使プラットフォームに掲載しております。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有

無

ディスクロージャーポリシーの作成・公表

法等の関係諸法令に沿った情報開示において、ディスクロージャーポリシーを
作成し、当社ホームページ
（https://www.renesas.com/jp/ja/about/ir/other/disclosure.html）に掲載して
おります。

アナリスト・機関投資家向けに定期的説
明会を開催

アナリスト、機関投資家を対象として、四半期毎（年4回）の決算発表に関する
説明会を開催しており、毎回100～200名程度の方にご参加いただいておりま
す。

あり

海外投資家向けに定期的説明会を開催
北米、欧州、アジアの機関投資家を直接訪問または証券会社主催のカンファ
レンスにおいて面談し、経営方針や業績について、常勤取締役、または執行役
員常務等による説明を行っております。

なし

IR資料のホームページ掲載
当社ホームページ（https://www.renesas.com/jp/ja/about/ir.html）に決算短
信、有価証券報告書、四半期報告書、適時開示資料、株主総会関係資料等を
掲載しております。

IRに関する部署（担当者）の設置
担当部署： コーポレートコミュニケーション部

担当役員： 代表取締役社長兼CEO　柴田英利

事務連絡責任者名 コーポレートコミュニケーション部 部長 小林洋一

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明



社内規程等によりステークホルダーの立
場の尊重について規定

当社は、当社グループにおける企業倫理の確立およびコンプライアンスの確保を目的とし
て「ルネサス エレクトロニクスグループＣＳＲ憲章」および「ルネサス エレクトロニクスグ

ループ行動規範」を制定するとともに、ＣＳＲ推進部門および内部統制推進委員会を設置し
ております。これにより、全てのステークホルダーの皆様に対して社会的責任を果たしてい
くことを目指す当社グループの姿勢を社内外に明示すると同時に、ＣＳＲ活動に係る事項
はＣＳＲ推進部門が担当部門として統括し、また、コンプライアンス推進事項は内部統制推
進委員会において審議し、当社グループのＣＳＲ活動およびコンプライアンス活動を推進し
ております。

環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施

当社は、国際連合が提唱する「グローバル・コンパクト」に賛同しております。

「グローバル・コンパクト」は、企業等に対し、人権、労働、環境および腐敗防止の4分野に
おいて、10原則を遵守し、実践するよう要請するものであり、当社は当該10原則に則り、事
業活動を推進しております。

環境保全活動に関しては、当社グループは、エコプロダクト・エコファクトリ・エココミュニ
ケーションを3本柱とした活動を推進しており、ＩＳＯ１４００１規格に準拠した環境マネジメン
トシステムを構築・運用しております。工場の省エネ活動や環境配慮型製品の推進等を通
じてＣＯ２の削減等の地球環境の保全に取組んでおります。また、森林保全事業への参加
等の活動を通じて水源林の保全にも取組んでおります。

これらの環境保全に関する活動のほか、当社グループでは、強制労働・児童労働の禁止
をはじめとした人権の尊重と機会均等の実践、良好な職場環境の創造、お客様満足（ＣＳ）
の向上、社会貢献活動等のＣＳＲ活動全般について、積極的に取組んでおります。

これらの活動について、ステークホルダーの皆様にご紹介するため、「ＣＳＲへの取り組み」
および「環境レポート」として、当社ホームページ上に掲載して社内外に情報発信しており
ます。

レポートはこちら（https://www.renesas.com/jp/ja/about/company/csr.html ）からご覧いた

だけます。

ステークホルダーに対する情報提供に
係る方針等の策定

当社は、「ルネサス エレクトロニクスグループＣＳＲ憲章」に基づき、公平、公正かつ誠実で

透明性の高い企業活動を推進するとともに、その活動内容の積極的な開示に努めており
ます。当社では、会社法、金融商品取引法等の関係諸法令や、東京証券取引所の定める
適時開示規則に則った情報開示を適時・適切に行うとともに、投資家の投資判断に影響を
与えると思われる重要情報も、積極的に、迅速かつ公平に開示します。

その他

＜女性の活躍の方針・取組について＞

当社では、ダイバーシティ確保および女性の活躍促進に向けて、採用、配置、昇進等あら
ゆるステージにおいて性別による区別なく、実力や成果に応じた評価を行っております。

また、仕事との両立を支援するため、出産・育児、介護等をサポートする勤務制度や補助
制度、出産・育児等により退職した女性の再雇用制度を実施しております。



Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

当社は、会社法第362条第4項第6号ならびに会社法施行規則第100条第1項および第3項に定める体制（内部統制システム）の整備に関する基本
方針について、取締役会において決議し、本基本方針に基づいて体制の整備を実施しております。本基本方針は、当社ホームページ
（https://www.renesas.com/jp/ja/about/ir/management/governance.html ）に掲載のとおりですが、その概要は、次のとおりであります。

1．取締役、執行役員および従業員（以下「社員等」という。）の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制

・取締役は、企業倫理の確立ならびに社員等による法令、定款および社内規則の遵守の確保を目的として制定した「ルネサス エレクトロニクスグ

ループCSR憲章」および「ルネサス エレクトロニクスグループ行動規範」を率先垂範するとともに、当社および当社子会社（以下「ルネサス エレクト

ロニクスグループ」という。）の社員等に対し、周知徹底し、遵守させる。

・取締役は、「ルネサス エレクトロニクスグループコンプライアンス管理基本規則」においてコンプライアンスの推進体制・啓発活動等の基本的事項

を定め、内部統制推進委員会にコンプライアンスに関する事項の審議・決定を行わせ、ルネサス エレクトロニクスグループを対象にした研修等を

実施し、徹底を図る。

・取締役は、ルネサス エレクトロニクスグループにおけるコンプライアンス違反またはそのおそれのある事実に関する内部通報窓口であるルネサ

ス エレクトロニクスグループホットラインを設置し、ルネサス エレクトロニクスグループの社員等および取引先からの通報を受け付ける。また、通報

者の希望により匿名性を保障するとともに、通報者は何らの不利益を被ることがないことを周知する。

・取締役は、反社会的勢力とは一切の関係を遮断するとともに、外部専門機関と連携し、毅然とした態度で組織的に対応する。

2. 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

・取締役は、法令に従い、株主総会議事録、取締役会議事録等その作成および保存に関し法令の定めがある文書等を適切に作成、保存、管理す
るとともに、「文書管理・保存基本規則」に基づき、社員等の職務に関する各種の文書、帳票類等を適切に作成、保存、管理する。

3. 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

・リスク管理に係る基本的事項を「ルネサス エレクトロニクスグループ リスクおよび危機管理規則」に定め、この規則に沿ったリスク管理体制を整

備し、構築する。

・各執行役員および各部門長は、その担当として定められたリスクの具現化の予防策および具現化した場合の対応策を予め定めることにより、損
失の極小化を図る。

・リスクが具現化した場合、その重大性に応じ、執行役員は、「ルネサス エレクトロニクスグループ リスクおよび危機管理規則」に従い、自らを長と

する適切な組織体を設置し、その対応にあたる。

・取締役は、金融商品取引法等、適用される国内外の法令等に基づき、ルネサス エレクトロニクスグループの財務報告に係る内部統制の評価、

維持、改善等を行う。

4. 取締役の職務執行の効率性の確保に関する体制

・取締役は、取締役会を3ヶ月に１回定時に開催するほか、必要に応じて臨時に開催し、機動的な意思決定を行う。

・取締役は、執行役員制度を導入し、取締役会において経営上の重要な意思決定を迅速に行うとともに、職務執行の監督を行う。また、取締役会
付議案件のうち経営上の重要事項の事前審議を経営会議において行い、審議の充実を図る。

・執行役員（取締役兼務者を含む。）は、本部長その他の従業員に対し、権限委譲を行うことにより、事業運営に関して迅速な意思決定を行う。執
行役員、本部長その他の従業員の職務権限の行使は、「稟議決裁基本規則」に基づき、適正かつ効率的に行う。

・執行役員（取締役兼務者を含む。）は、取締役会で定める執行役員の業務担当事項に基づき、機動的かつ効率的に職務を執行するとともに、取
締役会で定めた経営計画および予算の進捗状況を定期的に確認する。

5. 企業集団における業務の適正を確保するための体制

・取締役は、「ルネサス エレクトロニクスグループCSR憲章」、「ルネサス エレクトロニクスグループ行動規範」および「ルネサス エレクトロニクスグ

ループコンプライアンス管理基本規則」に基づき、ルネサス エレクトロニクスグループ全体のコンプライアンス体制を整備するため、子会社に対し

必要な指導および支援を行う。

・取締役は、「関係会社等管理運営基本規則」に基づき、業務主管部門および関係会社主管部門を通じて、子会社の日常的な管理、指導および
支援を行うとともに、子会社の取締役の職務の執行に係る事項について定期的な報告を行わせる。

・取締役は、リスク管理を担当する部門を通じ、子会社において、リスク管理および危機管理に関する規程の制定、危機発生時の連絡網および行
動計画の作成等を行わせる。

・取締役は、内部統制推進委員会等を通じ、ルネサス エレクトロニクスグループ共通の意思決定ルールの策定およびグループガバナンスの方針

決定等を行う。

・取締役は、ルネサス エレクトロニクスグループ全体の業務の適正性を確保するため、内部監査室にルネサス エレクトロニクスグループの監査を

行わせるとともに、主要な子会社に、内部監査機能を持つ部門または個人を配置し、内部監査室および子会社監査役との連携を図らせる。

6. 監査役の職務を補助すべき従業員および当該従業員の取締役からの独立性に関する事項

・取締役は、監査役の職務遂行を補助する専任スタッフからなる監査役室を設置する。当該専任スタッフの人事考課、異動、懲戒等については、
常勤監査役との事前の協議を要するとともに、当該スタッフは、監査役補助業務について取締役の指揮・監督を受けない。

7. ルネサス エレクトロニクスグループの社員等および子会社監査役等が監査役に報告するための体制、ならびに当該報告をした者が当該報告を

したことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

・ルネサス エレクトロニクスグループの社員等は、監査役の求めに応じて、随時その職務の執行状況その他に関する報告を行う。

・内部監査室は、監査役に対し、ルネサス エレクトロニクスグループに係る内部監査報告書を提出し、また、監査役が出席する取締役会において

内部監査結果を報告する。

・内部統制推進委員会は、監査役に対し、ルネサス エレクトロニクスグループホットラインによるルネサス エレクトロニクスグループの社員等から

の通報状況を定期的に報告する。

・当社は、監査役へ報告をしたルネサス エレクトロニクスグループの社員等および子会社監査役等に対し、当該報告をしたことを理由として不利

な取扱いを行うことを禁止し、その旨を「ルネサス エレクトロニクスグループホットライン基本規則」および社内サイトにおいて明記する。

8．監査役の職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還の手続その他の当該職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る
方針に関する事項

・当社は、監査役がその職務の執行について、当社に対し、費用の前払い等の請求をしたときは、当該請求に係る費用または債務が当該監査役
の職務の執行に必要でないと証明された場合を除き、当該費用または債務を負担する。

9. その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

・監査役は、取締役会に出席するほか、監査役が必要と認める重要な会議に出席することができる。取締役は、会社の重要情報に対する監査役
のアクセス権限を保障する。

・監査役は、原則として3ヶ月に1回監査役会を開催し、監査実施状況等について情報の交換・協議を行うとともに、会計監査人から定期的に会計
監査に関する報告を受け、意見交換を行う。



２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

ルネサス エレクトロニクスグループ各社の全ての役員および従業員は、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力・団体に対しては毅

然とした行動をとり、一切の関係を遮断するとともに反社会的勢力・団体の活動を助長するような行為を行いません。

当社は、反社会的勢力排除に向け、社内規則および社内体制の整備を行うとともに、取引契約への暴力団排除条項の導入推進等の施策を実施
しております。

（1）社内規則等の整備状況

上記の基本的考え方を「ルネサス エレクトロニクスグループ行動規範」に明記し、社内外に宣言するとともに、ルネサス エレクトロニクスグループ

各社の役員および従業員に対し、当該行動規範の周知徹底およびコンプライアンス意識の啓発のための教育を継続的に実施しております。

（2）社内体制の整備状況

反社会的勢力からコンタクトがあった場合には、人事・総務統括部と経営企画・財務統括部を中心として対応することとしており、平素から所轄警
察署等の外部専門機関と定期的な情報交換行う等、緊密な連携を図っております。



Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

―――

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

当社では、情報開示の担当部署として、CEO室にコーポレートコミュニケーション部を設置しております。社内の重要情報は、情報取扱責任者を部
長とする同部で集中管理され、社外への開示も同部が一元的に行っております。適時開示の要否については、コーポレートコミュニケーション部、
経理統括部および法務統括部が連携、相互にチェックを行い、コーポレートコミュニケーション部が適時開示手続きを行います。当社の会社情報
の適時開示に係る具体的な手続きは以下のとおりであります。

（1）各スタッフ部門長および各本部長は、自部門または自部門が主管する子会社（全ての連結子会社をいう。）に係る「適時開示情報」を認識した
場合、コーポレートコミュニケーション部に報告する。

（2）コーポレートコミュニケーション部、経理統括部および法務統括部は、適時開示情報に関し、相互にチェック、報告を行う。

（3）「適時開示情報」のうち、取締役会付議基準に該当する事項に関しては、取締役会事務局である法務統括部を通じて取締役会に付議する。ま
た、経営会議付議基準に該当する事項に関しては、経営会議事務局であるCEO室を通じて経営会議に付議する。

（4）コーポレートコミュニケーション部長は、直ちに（取締役会付議案件および稟議決裁対象案件に関しては、それらの手続き完了後直ちに）東京
証券取引所に対し適時開示を実施する。
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